
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」　第2章　放射線による被ばく

体内放射能と線量評価 線量測定と計算 

出典：宮崎、日本放射線安全管理学会シンポジウム（平成24年６月29日）発表資料より改変

若年のほうが滞留量が少ない
↓

経口追加被ばくの推定は
・子供では有限値が出にくい
・微量な摂取を検出するためには
 大人の検査を行うほうが合理的   
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10,000 Bq を
取り込んだ場合

毎日１ Bq を取り込んだ場合

1-5歳         
5-10歳
10-15歳
大人

大人：143Bq

思春期：117Bq

小児：53Bq
乳児：30Bq

放射性セシウムの生物学的半減期
 大人  ：約70 ～ 100 日
 10才前後：約40 ～ 60 日
 乳幼児 ：約10 ～ 25 日

若年のほうが代謝が早い
↓ 

初期被ばく量推定は
・大人でも１年程度が限界
・子供は半年程度まで
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